
概要
正しいベンダーの選択は、オペレーションが成功するか、自らの組織に不可欠な要素をすべて連携させる作業に追われ続けることに
なるかを左右する、重要な判断となります。フォーティネットは、セキュリティの有効性、コスト削減、優れたパフォーマンスの実現、
品質を低下させることのない FortiSASEソリューションを提供することで、市場の進化を常にリードしています。  

フォーティネットのMSSP（マネージドセキュリティサービスプロバイダー）パートナーは、新たな収益源を創出し、マルチテナント、
一元管理、詳細分析、包括的な自動化、オーケストレーションサポートを提供する、差別化されたマネージドサービスを提供するこ
とができます。

MSSPは SASEマネージドサービスの開発にあたり、以下の 3つの重要な理由を十分に考慮する必要があります。  

理由 1：マルチテナントの可視性と管理 
FortiSASE MSSPポータルは、一元的な管理と構成の機能を提供するため、MSSPは、クライアントベースにマルチテナント SASE
の導入環境を効率的に展開し、管理することができます。ポータルの Organizations（組織）機能により、複数のアカウントが組織単
位の階層に統合されます。
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MSSPがこの一元管理のポータルからセキュリティポリシー、ネットワーク設定、ユーザーアクセスを構成することで、複数のエンドカ
スタマー環境で一貫性のある統一されたセキュリティが保証されます。管理者はポータルを利用して、ユーザー、ライセンスの有効期限、
インスタンスごとに使用されているセキュリティ PoP（Point of Presence）の分布などのすべてのテナントデータを監視できます。

理由 2：柔軟なライセンス
新しい利用モデルである FortiFlex MSSPは、仮想セキュリティアプライアンス、セキュリティサービス、クラウドベースの管理サービス
の BYOD（Bring-Your-Own-License）ライセンスにより、オンデマンド利用と従量課金型に対応します。これにより、パートナーは、調
達の遅延を回避し、従来型のライセンス管理の制約を排除し、予測可能な運用コストモデルから利益を得られるようになります。

FortiFlex MSSPは、後払い方式のサブスクリプションサービスであり、この方式では、毎月の利用料金を消費クレジットで支払います。
これは、MSSPパートナーだけが利用できる方法で、仮想マシンからハードウェアデバイスまでのさまざまなフォーティネットのセキュ
リティサービスの構成と管理に使用できます。True-Up（トゥルーアップ条項）により、使用量が少なかった場合は最低年間使用量が適
用されます。 

FortiFlexを前払い方式のサービスとして利用することもでき、この方式では、MSSPが FortiFlexポイントのパッケージを購入するだけで、
任意のソリューションサイズ、任意の数量、任意のサービスの導入に利用できます。FortiFlexはポイントベースのプログラムであるため、
追加のソリューションやサービスが必要になるたびに調達プロセスを繰り返す必要はありません。利用量に基づくポイントを使用できる
ため、過剰な調達サイクルやリードタイムが不要になります。

図 2：FortiFlexの柔軟なライセンス
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終わりに
フォーティネットの FortiSASEは、自社が提供するサービスの強化を目指すMSSPにとって魅力的なソリューションです。MSSPは、一
元的なマルチテナント管理、動的なライセンスオプション、堅牢な APIフレームワークを利用して、オペレーションを合理化し、リソー
スの割り当てを最適化し、優れたセキュリティサービスをクライアントに提供することができます。 

FortiSASEを活用することで、オペレーションを効率化して新たな収益源を創出しつつ、多様なクライアント環境で包括的セキュリティ
が保証されます。FortiSASEを導入することで、MSSPは、ハイブリッドワークのセキュリティのオペレーションの卓越性への戦略的な
移行を開始することになります。

図 3： FortiSASE API

理由 3：文書化された APIフレームワーク 
FortiSASE APIを使用すると、管理者は、特定の FortiSASEインスタンスに対して技術的なオペレーションを実行できます。監視とリソー
スの REST APIにより、データの取得とシステムやネットワーク構成の変更をサポートします。REST APIリクエストごとに、認証のため
の APIトークンが必要です。
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